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５月の行事【八十八夜】――立春から８８日目―― 

立春（２月４日頃）から数えて８８日目が八十八夜。茶葉を作る農家では茶摘みのシーズンで

す。また八十八夜を過ぎると霜によって農作物が被害にあうこともなくなるので、農家では苗代
なわしろ

 

に稲の種をまき始めます。新芽を摘んで作られたお茶を「新茶（=一番茶）」と呼び、摘み取った

順に「二番茶」、「三番茶」と呼ばれます。 

２０２５年 teen´s季節のカレンダー 

５月の本「はるか、ブレーメン」重松 清／著  

人生の思い出をめぐる、謎めいた旅行会社に誘われた 16 歳の少

女のひと夏の物語。 

小川遥香、１６歳。３歳で母に捨てられた彼女は、育ての親であ

る祖母も亡くし、正真正銘のひとりぼっちだ。そんな彼女が出会

ったのが走馬灯を描く旅をアテンドする〈ブレーメン・ツアーズ〉。

お調子者の幼馴染、ナンユウととも手伝うことに。認知症を患っ

た老婦人が、息子に絶対に言えなかった秘密。ナンユウの父が秘

めていた、早世した息子への思い。様々な思い出を見た彼女は。

人の記憶の奥深さを知る。そんな折、顔も覚えていない母から「会

いたい」と連絡が来るのだが……。 

（W ﾆｼ） 

 

旬の花【ライラック】――〚花言葉〛淡い恋心、恋の芽生え、初恋―― 

ヨーロッパ原産の落葉花木で、ライラックは英語名。フランス名は「リラ」。花弁は通常４枚

ですが、まれに５枚や６枚のものもあり、これは「ラッキーライラック」と呼ばれ 

幸運のシンボルになっています。北海道・札幌では毎年５月に「さっぽろ 

ライラックまつり」が開催されます。 

【立夏
り つ か

】５月５日～５月２０日頃 

５月５日頃にあたる立夏の日が来たら、暦の上で

は夏に入ります。 

最初に夏の訪れを知らせてくれるのは、蛙たちの

鳴き声。 

「蛙」は春の季語ですが、鳴き声を実際によく聞

くようになるのは初夏以降です。 


